
 

     第第５５章章  

学学習習指指導導ののポポイインントト  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実際に出題した調査問題をもとに、児童生徒

の解答状況や各種分析、学習指導のポイントを

まとめました。 

 各学校において授業改善の参考にお役立て

ください。 
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解答類型 

① 正答 

２と５を解答 

２   

２と５以外を

解答 

３   

２以外と５を 

解答 

９ 

その他の解答 

０  

無解答 

反応率 15.9％ 27.1％ 20.4％ 21.0％ 15.6％ 

○ 正答率は 15.9％であった。解答類型２と３を合わせると 47％。選択肢のどちらか一

方は読み解けているが、もう一方の内容の読み解きが不十分であったと考えられる。 

○ 選択肢１の「世話」「写真」、選択肢３の「音」等の明確に書かれたわかりやすい言葉

に注目しやすい。 

○ 各選択肢の文章前段は、内容について書かれており、後段は書き方の工夫について

書かれている。片方だけあっているものを選択してしまうと誤答となってしまうた

め、内容、書き方の工夫の両方についてあっているものに着目して答えを選択する必

要がある。 

 

 

 

 

【問題の概要】 学級新聞の工夫を説明したものとして適切なものを選択する。 

【出題の趣旨】 発表の内容を理解する。 

 

小学校 第４学年 国語 １４（１）   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル７－A 

○ 誤 答 分 析 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 
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相手や目的を意識し分かりやすく伝えるための書き方の工夫の定着を意識した指導 

<学習活動例> 〇グループで報告文を読み合い、書き表し方の工夫やよさについて交流し合う。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       例 

 

 

 

 

 

 ○ 復 習 シ ー ト ・コ バ ト ン 問 題 集 の 活 用 

【出典】  

コバトン問題集   

4 年生 国語 

レベル６ 書くこと                  

グループで友達が書いた報告文を読み合いましょう。相手に分かり

やすく伝えるための書き方の工夫やよさを見付けましょう。 

はじめ・中・終わりを意識 

して書いてあるので読みや

すいね。  

 

 

 
文章に合った写真や絵が入れてあ 

るのが分かりやすいね。 

調べたことだけでなく、自

分が経験したことも取り入

れて書いているね。 

☆口頭で書き方の工夫や表現のよさを伝えるだけでなく、付箋に書き原稿に貼り付ける工夫も

効果的です。付箋に記入し可視化させ記録として残すことで児童が自分の文章における工夫の

よさを改めて確認し、気付くことで評価することができます。また、以下のような文章の書き

方や工夫についての指導を継続して行うことも大切です。 

     例 

 

 

 

 

 

 

読み手に呼びかけるような表現が

使われているともっと読みたくな

るね。 

<理由を表す表現> 

「なぜかというと」 

「だから～」「～からで

す。」「～のためです。」 

 

<接続する語句> 

まず、それから、 

次に、さらに、 

このようなことから、 

 

<事例の表し方> 

「例えば～」「事例を挙

げると～」「～などがそ

れに当たる」 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

主体的、対話的で

深い学びの視点 
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○ 正答率は 57.8％であった。主な誤答は、「妹に起こしてもらった」であった。「妹を

起こした」という誤答は少なく、主語と述語の関係を理解していないわけではないと

考えられる。しかし、「起こされた」と「起こしてもらった」の表現の違いがあまり身

に付いていないと考えられる。 

○ 「主語を選びましょう。」など、基本的な問題はできるが、実際の場面で主語・述語

の関係を理解し、「文の意味が変わらないように」書くという条件を捉えることが難し

いと考えられる。 

〇 主語と述語の関係を考えながら、意味が変わっていないか、２つの文を比較させる

必要がある。 

小学校 第５学年 国語 １４ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 【問題の概要】 主語と述語の関係を理解し、適切な文の形に直して書く。 

 【出題の趣旨】 文の構成を理解し、適切な形に書き換える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① 正答 

「妹に起こされた」 

９ 

その他の解答 

０  

無解答 

 

 
57.8％ 38.7％ 3.5％ 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル７－Ｂ 

○ 誤 答 分 析 

解答類型 

反応率 
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「書くこと」の学習過程で正しい主語・述語の使い方を取り上げる指導 
＜学習活動例＞①「「図書すいせん会」をしよう」で、原稿の推敲をしている時に、主語・述語の使い方を取り上げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学習活動例＞②普段の学校生活の中で、主語・述語の使い方について考える場面を作り、取り上げる。 

～朝の会でのスピーチ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

 

                                

 

 

述語→主語 

【出典】  

R2 復習シート                                                                  

４年生・国語                               

１ 言葉 

 

 

主語→述語 

ねらったのは「大造じいさん」なので、主語は「大造じいさん」です。 

 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

 

 

 

 
述語→主語 

 

図書すいせん会の原稿を推敲していて、「大造じいさん」を中心にした内容の原稿

を書いていたけれど、「残雪」を中心にした内容の原稿にする場合、この一文をど

のように直したらよいでしょう。 

「大造じいさんは、残雪をねらいました。」 

 まずは、この文の主語を探してみましょう。この文の主語は何でしょう。 

大造じいさんは、 残雪を ねらいました。 

“ねらったのは誰なのか”考えてみるとわかりやすいですね。 

そうですね。では、「残雪」を中心にした原稿内容を書きたいとき、どの

ような文末にしたらよいでしょう。 

 答え：残雪は、大造じいさんに ねらわれました。 

昨日、私は白川さんと青山さん、原田さんの４人で遊びました。しばらくすると、白川さ

んは、私を呼びました。そして、たくさんのお菓子をくれました。・・・ 

 
白川さんは、 私を 呼びました。の「呼びました。」を「呼ばれました。」

と変えて言う時、どのように文を変えたらよいでしょう。 

答え：私は、白川さんに 呼ばれました。 

☆主語・述語を入れかえる学習をして、述語に着目させましょう。さらには、「ねらわれました。」

「ねらわれてしまいました。」など、文末の違いにも着目させ、意味の変化にも気付かせるようにす

ることも大切です。 

 

○ 復 習 シ ー ト ・ コ バ ト ン 問 題 集 の 活 用 

主体的、対話的で

深い学びの視点 
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解答類型 

① 正答 

２と４を 

解答 

２   

２と４以外

を解答 

３ 

２以外と４

を解答 

９ 

その他の 

解答 

０  

無解答 

反応率 28.1％ 9.2％ 37.3％ 15.0％ 10.3％ 

○ 正答率は 28.1％であった。資料全体を見渡したり見出し等の言葉に着目したりして、

目的に応じて資料を用いることの効果を考える力を付けることが求められる。 

○ 誤答のうち「２以外と４を解答」した割合が 37.3％と高かった。理由としては、資

料の下段にあるグラフに着目して「栄養分が多くふくまれていることが伝えられる」

というグラフの効果は読み取れたものの、見出しの言葉に着目したり資料全体を見た

りすることができていないことが考えられる。 

○ 中学年の説明的な文章の学習経験から、資料の「みそ、納豆、しょうゆ」の絵に着目

して「食品が変化していく」と考え、選択肢３を誤って選択しまった児童がいると考

えられる。 

 

 

 

 

 

【問題の概要】 資料を用いることによる効果を選択する。 

【出題の趣旨】 資料を活用する。 

 

小学校 第６学年 国語 １４（２）   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル９－A 

○ 誤 答 分 析 
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効果を考えて資料を活用する「話すこと」の指導 
＜学習活動例＞ 〇地域の魅力について調べたことを友達に伝えよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （資料②）    （資料①）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

今日はグループの中で発表の練習をします。発表を聞く人は、話し手の

伝えたいことが準備した資料で伝わるかを考えながら聞きましょう。 

私は町の特産品、いちごの魅力

を伝えたいけど、この資料で伝

わるかな。 

〈
発
表
原
稿
の
下
書
き
の
一
部
〉 

 

こ
の
町
の
特
産
品
は
い
ち
ご
で

す
。
品
質
・
生
産
量
と
も
に
埼
玉
県

内
で
も
有
数
の
い
ち
ご
の
産
地
と
な

っ
て
い
ま
す
。（
資
料
①
を
示
す
）「
と

ち
お
と
め
」
を
主
流
に
「
あ
き
ひ
め
」

や
「
紅
ほ
っ
ぺ
」
な
ど
の
品
種
が
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
資
料
②
を
示

す
）
特
徴
は
な
ん
と
い
っ
て
も
見
た

目
と
味
の
よ
さ
で
す
。
赤
く
て
み
ず

み
ず
し
く
と
て
も
甘
い
の
で
、
町
内

外
の
人
か
ら
人
気
が
あ
り
…
（
以
下

略
） 

                               

 

                                

「埼玉県でも有数のいちごの産地」というのが言葉だけだと伝わらないかな。

町ごとの生産量をグラフなどで示すと、さらに分かりやすくなると思うよ。 

☆「資料を活用する」とは、説明を補足したり、伝えたいことを強調したりする場合など

に、資料を効果的に用いることです。その際、相手の立場に立った上で、目的に応じて、

どのような資料を準備し、どのように使うかを明確にすることが大切です。 

【出典】 

R１ 復習シート 

６年生・国語  

レベル８・９ 

書くこと 

                    

○ 復 習 シ ー ト ・コ バ ト ン 問 題 集 の 活 用 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

とちおとめ 

あきひめ 

紅ほっぺ 

資料②は写真なので、「赤くてみずみずしい」といういちごの

特徴がよく伝わるね。見やすくて、とてもいい資料だと思う

よ。 

＊資料の活用については、「話す

こと・聞くこと」だけでなく、

「書くこと」においても意図的

に指導することが大切です。 

                    

資料①はどんな品種が栽培されているのか確認できるね。『栽培されているいち

ごの品種』など「見出し」があると、もっと分かりやすくなるね。 
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解答類型 

① 正答 

３と５を解答 

２ 

３と５以外を

解答 

３ 

３以外と５を

解答 

９ 

その他の解答 

０ 

無解答 

反応率 18.9％ 45.3％ 12.7％ 20.9％ 2.3％ 

○ 正答率は 18.9％であった。インタビューの聞き手の言葉を丁寧に読み、一つ一つの

質問にどのような意図があるかを捉えることが求められる。 

○ 主な誤答は、２の「３と５以外を解答」であった。理由としては、選択肢５の「相手

の言葉を言い換えてたずねて、自分の理解が正しいかを確認する」ということが児童

の経験として不足しており、どの質問文が、自分の理解が正しいかを確認する文なの

かが分からなかったと考えられる。 

○ 誤った選択肢の１，２，４には、「相づちをうつ」「質問をくりかえす」「事前に調べ

た内容」といった児童に馴染みのある言葉が並んでおり、問題文のインタビュー内容

と十分に照らし合わせることなく、正答となりそうなものを、個人の経験から予想し

て選んでしまっている可能性が考えられる。 

 

 

 

 

【問題の概要】 インタビューのしかたの工夫として適切なものを選択する。 

 【出題の趣旨】 インタビューのしかたを工夫する。 

中学校 第１学年 教科名 国語 １４（１） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

○ 誤 答 分 析 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル１０－A 

68



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
考えを伝え合う活動において、どのような質問の仕方が効果的かを考える指導 
 

 ○相手の考えを伝え合う活動の中で、どのような質問の仕方がより相手の伝えたいこ
とを引き出すことができたかを振り返る指導を行う。 

 ＜学習活動例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

 

友達と対話をして、「こんな質問をしてくれてうれしかった」 

「この質問をしたら話が広がった」と感じた質問はありましたか。

話合いを振り返りましょう。 

                               

 

                                

○ 復 習 シ ー ト ・コ バ ト ン 問 題 集 の 活 用 【出典】 

コバトン問題集 

話すこと・聞くこと⑥

二                     

対話の例① 

Ｂ「どうして～と思ったの？」のように、理由を聞いてくれた時は、 

くわしく説明することができてうれしかったよ。 

Ａ相手が話している時には、相づちをうつようにして、話を分かって

いるということが伝わるようにしたよ。そうすると相手も安心する

のか、たくさんのことを話してくれたような気がしたよ。 

対話の例② 

Ｂ質問する時は、どんなことを工夫して質問していたの？ 

Ａ相手が考えを言った時、「それは～～ということですか？」というよ

うに、自分が感じたことが合っているか、確認するようにしたよ。 

Ｂなるほどね。そうしてもらえると私も、言いたいことが伝わったこ

とが分かって、安心した気持ちになったよ。 

Ａさん Ｂさん 

 

友達と話をして、どんな聞き方をすれば良いか、考えることが

できましたね。分かったことを、「聞き方のポイント」としてま

とめてみましょう。 

☆ 聞き方のポイントをまとめたものは、教室に掲示するなどして、他の単元や教科でも活用でき

るようにすると良いです。質問の仕方を振り返る活動は、繰り返し行うことで、より相手の伝え

たいことを引き出すことができる質問の仕方を身に付けることにつながります。 

聞き方、話し方のポイントを小・中学校で情報交換をするなど、小・中学校で段階的な指導が

行えるように工夫することも考えられます。 
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解答類型 

① 正答 

 「決めます」と解答 

９ 

「決めてもらいました」 

「決めてもらいます」 

０  

無解答 

反応率 56.4％ 29.0％ 14.6％ 

○ 正答率は 56.4％であった。正答は「決める」という常体を「決めます」という敬体

に直すものである。問題文の「文末の表現」という言葉から「常体」「敬体」を直すこ

とを推測できる力が求められる。 

○ 主な誤答は、「勝利をつかめ」であった。理由としては「つかめ勝利を」で用いられ

ている倒置法に着目してしまったということが考えられる。また、問題文の「文末の

表現」を正しく理解できていなかったと考えられる。 

○ 無解答に関しては、問題文の意図が捉えられなかったと考えられる。授業において

日常的に「常体」「敬体」等、文末表現を意識させる指導が必要である。 

 

 

 

 

 

【問題の概要】 敬体・常体の不統一を正し，より良い表現に直して書く。 

【出題の趣旨】 文を読み返し，さらにより良い文にする。 

中学校 第２学年 国語 ９（２） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

○ 誤 答 分 析 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル９－B 

70



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
文章の書き方・推敲における指導 
＜学習活動例＞〇表現の効果などを確かめて、より良い文章にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

                               

 

                                

【出典】 

Ｈ３０復習シート                                                                   

中学１年生・国語 

レベル７～９  

書くこと 

                               

 

 「練習は毎日大変」という文がある

けれど、この文末表現のままでいいの

かな？ 

【
橋
本
さ
ん
の
手
紙
】 

 

田
中
先
生
、
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
お
元

気
で
す
か
。
先
日
、
妹
か
ら
先
生
の
お
話

を
聞
き
、
懐
か
し
く
な
り
手
紙
を
書
き
ま

し
た
。 

 

私
は
中
学
校
で
テ
ニ
ス
部
に
入
り
ま
し

た
。
練
習
は
毎
日
大
変
。
し
か
し
、
そ
の

分
や
り
が
い
も
あ
り
ま
す
。
気
が
置
け
る

仲
間
も
い
ま
す
。
私
の
目
標
は
、
こ
の
メ

ン
バ
ー
で
県
大
会
に
出
場
し
た
い
で
す
。

今
度
、
地
区
予
選
大
会
が
あ
り
ま
す
。
… 

 

〇
推
敲
の
ポ
イ
ン
ト 

 

①
仮
名
遣
い
や
漢
字
の
使
い
方 

・
仮
名
遣
い
は
正
し
い
か
。 

・
漢
字
や
送
り
仮
名
に
誤
り
は
な

い
か
。 

②
言
葉
の
意
味
や
使
い
方 

・
主
語
や
述
語
の
係
り
受
け
は
正

し
い
か
。 

③
読
む
相
手
へ
の
配
慮 

・
文
末
表
現
は
そ
ろ
っ
て
い
る

か
。（
常
体
・
敬
体
）
… 

 

 他の文は全て「～です。」や「～ます。」

と敬体の表現になっているね。そうす

ると「毎日大変です。」としたほうが良

いね。 

 小学校でも、みんなで読み合って、推敲しま

したね。小学校の先生宛ての手紙としてふさ

わしい手紙にしましょう。 

小中連携

の視点 

 「私の目標は…」の主語と述語は大

丈夫かしら…  

 ぼう線の他にも直すところがあり

そうよ。「気が置ける…」は、言葉の

意味が正しくない気がするわ。 

 今日のねらいは「表現の効果などを確かめて、より良い文章にする」です。

みなさんが書いた手紙について、小学校の先生に自分の思いが効果的に伝わる

よう「推敲のポイント」をもとに推敲してみましょう。 

 

○ 復 習 シ ー ト ・ コ バ ト ン 問 題 集 の 活 用 

主体的、対話的で

深い学びの視点 
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解答類型 

① 正答 

 

２   

段落の 

誤答 

３   

形式不備の

誤答 

４ 

理由が 

不適切 

９ 

２３４ 

の複合 

０  

無解答 

反応率 51.4％ 6.5％ 0.8％ 26.1％ 7.9％ 6.9％ 

○ 正答率は 51.4％であった。 

○ 条件１の「二段落構成で、六行以上、九行以内で書くこと」について、「二段落」の

表記を見落としていることや、条件２・３のそれぞれの段落に指定の内容を書くとい

う、「位置」の条件について理解できないことが考えられる。 

◯ 賛否に対する理由について、理由を書くために必要な情報に注目はできているもの

の、説明が足りず不明瞭のため不可となる解答が多かった。読み取った情報を伝えた

い相手に対して的確に表現するための指導が必要である。 

 

 

 

 

 

【問題の概要】 自身の意見を資料の内容に基づきながら，二段落構成で書く。 

【出題の趣旨】 資料の内容をもとに，自身の意見を書く。 

 

中学校 第３学年 国語 １６  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

○ 誤 答 分 析 

問題の学力のレベル 

レベル１０-Ｂ ○ 調 査 問 題 
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資料を引用して、自分の考えを分かりやすく書く「書くこと」の指導 

＜学習活動例＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

                               

                                

 今回の単元では、総合的な学習の時間で学習した「環境問題」をもとに、グ

ラフや図表、写真を用いて意見文を書きます。 

 読み手に自分の考えを分かりやすく伝えるために、図表やグラフ、写真を適

切に用いるにはどうしたらよいですか？テーマが似ている人同士でグループ

を作って、書く内容の案を出し合いましょう。 

○ 復 習 シ ー ト ・コ バ ト ン 問 題 集 の 活 用 

【出典】 

Ｒ２復習シート 

中学３年生・国語 

レベル９ 

書くこと                  

 まずは、世界の温暖化がどのくらい進

行しているかを表す図表を用いたら、説

得力が増すのではないかしら？ 

 地球の平均気温のグラ

フと、海面上昇を表したグ

ラフがいいと思うよ。 

 海面が上昇して、水没の危機にある島

の写真もインパクトがあると思うわ。こ

の写真を引用すると、読み手に危機感が

伝わるのではないかな？ 

地球温暖化をテーマにしている生徒の話合い 

 グラフから、情報を適切に読み取れ

ていますか？ 割合は増えているけれ

ど、総数は減っているという場合があ

るから、注意が必要です。 

 書くときには、相手に何を伝えたい

かによって、適切な資料も変わってき

ますね。 

 僕は、地球温暖化につい

て書くつもりだけど、どん

な図表を選択したらよい

かな？ 

18年 19年 20年

地球温暖化

割
合 

総
数 

60% 

80% 
90% 
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解答類型 
① 正答 

６と解答 

２   

３と解答 

９   

左記以外 

０  

無解答 

反応率 55.9％ 9.5％ 30.5％ 4.1％ 

○ 正答率は 55.9％であった。誤答の合計は 40.0％で、その内、解答類型に無い誤答が

30.5％である。 

○ 主な誤答は、「３」「４」「２」であった。理由としては、媒介物を用いて重さを間接

的に比較する測定の経験が少ないため、３つのブロックの重さの関係を論理的に思考

することが難しいと考えられる。 

○ 重さ比べをするときには、任意単位による測定など物を媒介して比べる数学的活動

を充実させることが必要であると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

【問題の概要】 つり合いの情報から、等しくなる重さを求める。 

【出題の趣旨】 等しい重さはつり合うことを理解している。 

小学校 第４学年 算数 ６（４）  

 

 

 ６ 次の問題に答えましょう。 

 （４）□，〇，△の３つのブロックの 

      重さをくらべます。 

    □のブロック２こと，〇のブロ 

      ック１この重さをくらべたところ， 

      同じ重さになりました。 

 

    つぎに，□のブロック１こと， 

      △のブロック３この重さをくらべ 

      たところ，同じ重さになりました。 

 

       〇のブロック１こと同じ重さに 

      なるためには，△のブロックをい 

      くつのせればよいですか。答えを 

      書きましょう。 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル６－C 

○ 誤 答 分 析 
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量の特徴に着目し、物を媒介して重さを比べる数学的活動を取り入れた指導 

 

 

① 実際に持ったり、てんびんを用いたりして比べる。 

消しゴムとのりではのりの方が重いです。 

のりと電池ではのりの方が重いです。 

だから、のりが一番重いです。 

 

 

 

② 同じ重さのものいくつ分とつり合うか調べる。【任意単位による測定】 

積み木を使って比べてみよう。 

 

 

 

 

 

     みんなの積み木は同じ重さなのかな。 

     同じ重さの「１円玉」で比べてみよう。 

③ 重さの表し方を知る。【普遍単位による測定】 

                     

                     

 

                           

○ 復 習 シ ー ト ・コ バ ト ン 問 題 集 の 活 用 

【出典】  

コバトン問題集 ver.4 

３年算数 測定 

レベル６ 

                     

☆任意単位による測定の時間

を充実させる。 

１円玉が１８こ 

 

「長さ」や「かさ」を比べたときのように、基にする大きさ

のいくつ分というように数で表せないかな。 

のりと消しゴムと電池、３つの重さはどのくらいかな。 

１円玉が３６こ １円玉が２７こ 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

 

 

重さを比べる学習では、量を測定するプロセスを充実させる。 

＝１g 

重さにも共通の単位

があるのですね。 

主体的、対話的で

深い学びの視点 
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解答類型 
１  

㋐を選択 

② 正答 

㋑を選択 

３  

㋒を選択 

４  

㋓を選択 

０  

無解答 

反応率 6.8％ 22.2％ 7.8％ 53.1％ 10.1％ 

○ 正答率は 22.2％であった。 

○ 主な誤答は㋓である。53.1％と半数以上の児童が、誤答の㋓を選択した。 

 その理由としては、㋓の折れ線グラフは２０１７年から２０１９年まで３年続けて一 

 定であり、他のグラフと比較すると、折れ線グラフの上昇・下降の変化が、一番少な 

 いからと考えられる。 

○ 折れ線グラフの縦軸と横軸が何を示し、1目盛りがいくつを表しているのか、読み 

 取れていない児童が多いと考えられる。また、傾きだけで判断している児童も多いと 

 考えられる。 

 

 

 

 

小学校 第５学年 算数 ９（２）  

 

 

 ９ 次の問題に答えましょう。 

   

たまごの価格は１０こでおよそ２００円 

 です。何年も前からたまごの価格はほとん 

 ど変わっておらず,その特ちょうから,たま 

 ごは「物価の優等生」と言われています。 

 次のグラフは,食べ物の価格のグラフで 

す。たまごの他に,「物価の優等生」であ 

ることがわかる食べ物を,次の㋐から㋓の 

中から１つ選びましょう。 

 

 

 

  

 

 

 【問題の概要】 主張に適合するグラフを選ぶ。 

 【出題の趣旨】 データから特徴を読み取ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル８－Ａ 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

○ 誤 答 分 析 
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グラフの読み取りを深める指導 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

                               

 

                                

○ 復 習 シ ー ト ・コ バ ト ン 問 題 集 の 活 用 

【出典】コバトン問題集 ver.4 ４年算数 データの活用 
レベル７                     

４つのグラフの中で、「物価の優等生」はどれでしょう。 

変化が小さいグラフは、㋓だと思います。 

㋓は、２０１７年から２０１９年まで３年続けて変化がないね。 

で 

私は㋑が「物価の優等生」だと思います。 

花子さんは、㋑のどこに注目したのかな。 

☆４つのグラフを比較し、対話を通して、１目盛りが表す大きさの違いに気付く。 

㋐や㋒は、かたむきが急だから変化が大きいことが分かります。 

「物価の優等生」だから、変化が小さいものを選べばよいのね。 

 かたむきだけ見ればよいのかな。 

㋑も㋓と同じかたむきで、上がったり、下がったりしているけれど… 

１目盛りの大きさに注目したのだと思います。 

かたむきが同じでも、１目盛りの大きさが違うと、変わり方は違うね。 
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小学校 第６学年 算数 １（４） 

 

 

 １ 次の問題に答えましょう。 

 

 （４）１５Ｌのジュースを１０等分したうちの３つ分は，何Ｌですか。 

   分数で書きましょう。 

 

 

 

 

【問題の概要】 等分した数を分数で答える。 

【問題の趣旨】 分数について理解している。 

 

 

 

 

解答類型 
① 正答 

 （L）または 4 （L）と解答 

２   

4.5（L）と解答 

９ 

左記以外 

０  

無解答 

反応率 6.2％ 18.5％ 67.5％ 7.8％ 

 

○ 正答率は 6.2％であった。「Ａ 数と計算」領域の他の問題の正答率と比べると、か

なり低い。 

 ○ 主な誤答は、「９ 左記以外」で 67.5％であった。そのなかでも、  、  という

誤答が多い。「割合」としての分数と「量」としての分数の意味の違いを正しく捉え

ていないことが原因であることが考えられる。 

  ○ 4.5（L）と解答しているものは、わり算を分数で表すときの表し方が理解できてい

ないことや問題をよく読まずに小数で求めたことが原因であると考えられる。 

 

 

○ 誤 答 分 析 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル９－A 

９ 

２ 

１ 

２ 

３ 

１０ 

１ 

５ 
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２÷４を分数で表すと、  。通分して  。  ｍだね。 

 

 

 

 分数の意味を理解する指導（第３学年）                  

   問題：  ｍの長さを表しているものはどれでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

                   

 

  

 分数の表し方を理解する指導（第５学年） 

問題：２ｍのテープを４等分しました。１つ分の長さは何ｍですか。分数で表しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

  

 

 

もとにする長さが２ｍだから、４等分した１つ分は２÷４で求められるね。 

 

                               

 

                                

○ 復 習 シ ー ト ・コ バ ト ン 問 題 集 の 活 用 

 
○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

２ｍ 

でも、どれも長さが違うよ。 

１ｍ 

 3 

4 

 4 

そうか、どれも４等分した３つ分だけど、もとにする長さが変わるからそれぞれの 

長さもちがうんだね。①と③はもとにする長さが１ｍではないから  ｍではないね。 

 2  

  

 4 

１ｍを４等分した３つ分が  ｍだから、②だけじゃないのかな？  3 

 4 

 3 

 4 

【出典】Ｒ２復習シート 

 ４年算数 数と計算 レベル７                     

① 

② 

③ 

１ｍ 

50cm 

どれも４等分した３つ分だから、全て  ｍです。 

２ｍ 

□ｍ 

テープ図等で可視化することで、基にする大きさによって同じ割合でも大きさが違

うことや、「量としての分数」と「割合としての分数」の違いを理解できるように指

導する。 

   

 4 

 4 

   

 2 

 4 

   

 1 

 4 
   

 2 

 4 

   

 1 

 4 

   

 3 

 4 
   

 4 

 4 
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解答類型 
① 正答 

  ㎡と解答 

９ 

左記以外 

０  

無解答 

反応率 42.9％ 46.4％ 10.7％ 

  

○ 正答率は 42.9％であった。 

○ 主な誤答は、  ㎡（24.6％）であった。分数の除法の計算は、整数の場合と同じ

関係や法則が成り立つことから、除数を逆数にして乗法を用いて解を求めるという意

味を理解していないことが考えられる。 

○ その他の誤答については、２つの数量の関係が比例関係にあることや、比例の関係

の意味や性質が理解できていないことから、正しく立式することができなかったこと

が考えられる。 

    

 

 

 

 

 

中学校 第１学年 数学 １（９） 

 

 

 

 １ 次の各問いに答えなさい。 

 

（９） ｄＬで  ㎡ぬれるペンキがあります。このペンキ１ｄＬで 

何㎡ぬれるか求めなさい。 

 

 

  

 

 【問題の概要】 分数の除法を用いて、文章題を解く。 

【問題の趣旨】 分数の除法についても、整数の場合と同じ関係や法則が成り立つこと 

        を理解している。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

○ 調 査 問 題 
問題の学力のレベル 

レベル８－Ａ 

○ 誤 答 分 析 

５ 
３ 

２ 
３ 

２ 
５ 

３ 
５ 
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数量関係を理解し、立式するための指導 
き 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                    
 
 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

                             

問題   ｄＬで  ㎡ぬれるペンキがあります。この

ペンキ１ｄＬで何㎡ぬれるか求めなさい。 

 

 ２つの量の関係に着目して、   

 問題場面を数直線図や簡単な 

 表に表してみよう。 

ぬれる面積    ㎡ □㎡ 

ペンキの量    ｄL １ｄL 

 

 数直線図からも表からも、二つの数量関係 

 は比例とみなすことができそうだね。 

０                      □       （㎡） 

０                      １       （ｄL） 

  □×  ＝ 

      □＝  ÷ 

       ＝  × 

       ＝  （㎡） 

分からないところを□で表して、２つの

数量の関係を式に表そう。 

 ☆問題場面を図や表に表すことで、数量の関係や特徴を捉えることができる良さを 

  実感させる。 

 ☆図や表を根拠に立式するなど、筋道を立てて考えることができるように継続して   

  指導する。 

 

☆完成した数直線や表 

を示すのではなく、数 

直線や表をかく過程を 

確認しながら完成させる。 

分数のわり算は、除数を逆数

にしてかけることをしっか

り確認する。 

２ 
３ 

２ 
５ 

２ 
３ 

２ 
３ 

２ 
３ 

２ 
３ 

２つの量の関係を、簡単な図や表に表す

ことができると、立式ができるね。 

 

２ 
５ 

２ 
５ 

２ 
５ 

２ 
５ 

２ 
５ 

３ 
２ 

３ 
５ 

○ 復 習 シ ー ト ・コ バ ト ン 問 題 集 の 活 用 

【出典】 H２８・２９ 

復習シート 

中１数学 数と計算 

レベル７・８ 

レベル７                   

小中連携

の視点 
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解答類型 

① 正答 

(𝐲 =) −
𝟏

𝟑
𝒙 

    と解答 

２   

 

(y =) − 3x 

９ 

 

左記以外 

 

０  

 

無解答 

 

反応率 26.4％ 25.8％ 35.3％ 12.5％ 

 ○ 正答率は 26.4％であった。  

 ○ 主な誤答は、「(𝑦 =) − 3𝑥」である。グラフから比例であることは判断できている 

   が、グラフ上の点の座標から比例定数が求められないことが原因と考えられる。  

 〇 その他の誤答には「(𝑦 =) −
3

𝑥
 」「(𝑦 =)

1

3
𝑥」などの比例定数の符号間違いや、 

   「(𝑦 =) −
1

3
」と解答した生徒が多い。改めて比例の表、式、グラフの関係について 

   丁寧に指導する必要がある。  

【問題の概要】 比例のグラフから、𝑦 を 𝑥 の式で表す。 

【出題の趣旨】 比例のグラフから、𝑥 と 𝑦 の関係を 𝑦 = 𝑎𝑥 の形で表すことができる。 

中学校 第２学年 数学 ３（４） 

 

 

 ３ 次の各問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル 10－Ａ 

○ 誤 答 分 析 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 
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表、式、グラフの関連について理解を深める指導 

〇小学校５年生の学習 

 

〇中学校１年生の学習 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 復 習 シ ー ト ・コ バ ト ン 問 題 集 の 活 用 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

【出典】Ｒ３復習シート 

    ２年・数学 レベル 10 

    Ｃ 関数 

           ×3 

        ×2 
レンガの

数（個） 
1 2 3 4 5  

全体の 

高さ

（cm） 
3 6 9 12 15  

        ×2    

           ×3 

 

 

小中連携

の視点 

一方が２倍、３倍、４倍、

…になれば、それに伴って

他方も２倍、３倍、４倍、

…になる。 

表、式、グラフはそれぞれどのように関連しているのでしょうか。 

𝑥 

 

                             2 倍  3 倍 

𝑥 … －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ … 

𝑦 … －９ －６ －３ ０ ３ ６ ９ … 

                            2 倍   3 倍 

   
𝑦

𝑥
 =  

3

1
 =  3 

 ×3 

表 

 

  𝑦 = 3 𝑥 

𝑥 = 1のときの𝑦の値 

𝑥 = 1のとき 

𝑦 = 3 × 1 

    = 3 

𝑥 = 1のとき𝑦 = 3 

式 

𝑦 

3 
(1，3) 

1 

グラフ 

𝑥 

 

表、式、グラフそれぞれを勉強するだ

けではなく、それぞれがどのように関

連しているのかを改めて確認すること

も大事だね。 

表、式、グラフの関係について丁寧に指導する必要があります。また、グラフ作成ソフト等を

活用してグラフ上の点の座標を調べるなど、ＩＣＴを活用することで、関連するところを確認

できます。 

 
表、式、グラフで

こんなに関連して

いるんだ！ 
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○ 正答率は 53.1％であった。 

○ 主な誤答は、「(𝑦 =)5」であった。「 y について解くこと」の意味を理解しておら

ず、 y の値を求める誤答が多かった。等式の変形をするときに－3 x を－3として方程

式として解いたことが原因であると考えられる。 

○ 方程式や関数などの学習において、等式の変形をしてから変化の割合やグラフの特

徴を考えることが必要になる。等式の性質について丁寧に指導するなど、等式の変形

を正確にできるようにしたい。 

 

 

 

 

 

 

中学校 第３学年 数学 １（９） 

 

 

 １ 次の各問いに答えなさい。 

 

（９） 0723 =−+− yx を y について解きなさい。 

 

 

 

 

 【問題の概要】 等式を y について解く。 

 【問題の趣旨】 式を変形することができる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答類型 

① 正答 

(𝒚 =)
𝟑𝐱+𝟕

𝟐
と解答 

９ 

左記以外 

０  

無解答 

反応率 53.1％ 29.8％ 17.1％ 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル９―Ｂ 

○ 誤 答 分 析 
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既習事項を確認しながら、等式の変形の理解を深める指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

問題  −3𝑥 + 2𝑦 − 7 = 0を𝑦 =□の形にしなさい。 

「 =y □」の形にするためには、どうしたらいいですか。 

y をふくまない項を右辺に移項すればいいです。 

方程式と同じだけど、文字が２つある…。 

                              

 

                              

【出典】 

R2 復習シート 

３年生・数学 

Ａ数と式 レベル９                    

【出典】 

R３復習シート 

３年生・数学 

Ａ数と式 レベル９                    

○ 復 習 シ ー ト ・コ バ ト ン 問 題 集 の 活 用 

−3𝑥 + 2𝑦 − 7 = 0 
                      2𝑦 = 3𝑥 + 7 
              2𝑦 ÷ 2 = (3𝑥 + 7) ÷ 2 

              𝑦 =
3

2
𝑥 +

7

2
 

右辺に移項した x を 

消去することはでき

ないね。 

あっ！ 

右辺に（ ）を 

つけて、全体を２で 

われば、 y =□の形に

できそうだ！ 

とても大切なことに気が付きましたね。 

このように、「 =y □」の形にすることを「 y について解く」と言います。 

 

2

73 +
=

x
y と表す 

こともできるよ。 

移項するとき、符

号に気をつけな

いといけないね。 
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○ 正答率は 53.1％であった。この問題は聞き取った内容に対して適切に応じること

ができるかをみることが趣旨であり、軽微な誤り(前置詞、冠詞、スペリングなどの

ミス)があっても解答内容が適切であれば準正答扱いとしている。 

○ 正答例として、「自分が勉強する場所」について“At school.”のように前置詞句の

みで答えているものや、“I study at my house.”“I study math at home.” のよう

に主語と動詞を用いて「自分が勉強する場所」、それに加えて教科なども答えている

ものがある。 

○ 準正答の中では、at や in などの前置詞の付け忘れや誤りがあるものが最も多く見

られた。普段の授業を通して、単に前置詞句として扱うだけでなく、各前置詞のイメ

ージ図を用いて感覚的に理解させることも有効であると考えられる。 

○ 普段の授業において、様々なオープンクエスチョンに対し、生徒が相手を意識しな

がら、自分の考えや気持ちなどを答える場の創出が求められる。 

○ 主な誤答は“I study English.”のように、自分が勉強する場所ではなく、教科名

を答えているものであった。理由としては“Where do you study?”の疑問詞

“Where”が正確に聞き取れなかったことや、メッセージ全体の趣意が捉えられな

かったこと等が考えられる。 

中学校 第２学年 英語 ４  

 

 

 【リスニング問題】 
 ４ 英語の授業で、外国の学校の生徒からの音声メッセージを聞くことになりました。 

  このメッセージをよく聞いて、メッセージの中の問いかけに対するあなたの答えを 

  英語で書きなさい。 
 

  【放送部分】 

  [Boy] 

         I study math and English every day.  After school, I often study at my  

friend's house.  At night, I study at my house. Where do you study? 

 

  

【問題の概要】 音声メッセージを聞いて、自らの状況についてたずねる質問に対する答え 

        を書く。 

【出題の趣旨】 聞いて把握した内容について、適切に応じることができる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル 10-Ｃ 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

解答類型 
①  

正答 

②  

準正答 

９  

左記以外 

０  

無解答 

反応率 34.5％ 18.6％ 39.3％ 7.5％ 

 

○ 誤 答 分 析 
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「５Ｗ１Ｈを意識して英文を聞く力」を育成する指導 
（例：生徒同士によるSmall talk  テーマ「週末の出来事」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上記のSmall Talkを行う前に、教師やＡＬＴのやり取りを聞かせたり、ＩＣＴを活用し、繰り返

し聞かせる活動を行わせたりすることにより、段階的により実践的な聞く力を身に付けさせていく

などの工夫が考えられる。 

 
「英語で自分の思いや考えを伝える力」を育成する指導 

 教科書などの例文を基に、１～２文、慣れてきたら４文程度の英語日記を書くことも効果的であ

る。ただ書き写すのではなく、自分の生活に身近な内容にすることにより、思いや考えを表現しやす

くなる。（例：I like music. I want to be a singer. So I'm practicing every day. I love to sing in the 

bathroom.） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 復 習 シ ー ト ・コ バ ト ン 問 題 集 の 活 用 

 ～小学校で身に付けた力を中学校でさらに伸ばす～ 

○ 小学校では、簡単な語句や基本的な表現を用いて「その場で」質問 

したり答えたりして、伝え合うことができるようにする。 

○ 中学校では、簡単な語句や文を用いて「即興で」伝え合うことがで 

きるようにする。併せて『出来事→詳しい情報→感想や考え』のように、構成のモデルを意

識させ、書く力も育成したい。 

 

 

小中連携

の視点 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

【出典】R2 復習シート 

２年生・英語 レベル 10・11 

１ 聞くこと                     

I went shopping last Saturday. 

Sounds good. What did you buy? 

I bought a pen case. This one. 

So cool! Where did you buy that? 

I bought at ○○ store. I recommend. 

I want to go. How did you go there? 
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○ 正答率は 41％であった。この問題は、軽微な誤り（綴りのミスが１か所あるもの）

のある解答は準正答とし、正答率に含めている。 

○ まず問題文をしっかり読み取り、目的や状況、場面に応じて、教科書の既習単語や

文法を駆使しながら、好きな都市とその理由を正確に書くことが求められる。 

○ 誤答、無解答率が合わせて 59％であった。原因としては、好きな都市はあるがその

理由が思い浮かばない、等が考えられる。 

○ 主な誤答は、内容が質問に合っていないもの（好きな都市を挙げていないもの等）、

複数の軽微な誤り（綴りミス、冠詞の誤り、前置詞の付け忘れ等）があった。理由と

しては、自分の考えを簡単な表現で書くという機会が少ない、基本文の定着度が低い

ことが考えられる。 

中学校 第３学年 英語 １３   

 

 

１３ あなたは、たがいの国について紹介するために、外国人の友達と英語の手紙の 

やりとりをしています。あるとき友達から受け取った手紙の中に、友達が好きな 

都市についての話が書かれていました。そして、その手紙の最後に次の質問があ 

りました。 

         What Japanese city do you like?  Why? 

 

   あなたはこの質問の答えとして、以下のように書こうと考えました。 

 【返事】 

   I like ①           because ②                                 . 

 

  【返事】の空欄①と②に当てはまる英語を解答欄に書きなさい。ただし、①は１語以上、 

②は３語以上とします。 

 

 

 

【問題の概要】 質問に対して、英語で自分の考えとその理由を書く。 

【出題の趣旨】 自分の考えを理由とともに正確に書くことができる。  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答類型 
① 

正答 

② 

  準正答 

９ 

左記以外 

０  

無解答 

反応率 26.1％ 14.9％ 47.7％ 11.3％ 

○ 誤 答 分 析 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル 10－C 
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対話的な活動から、テーマに沿って自分の考えを含んだ英文を書く指導 

テーマに沿った英文を書かせるためには、いきなり書かせる指導ではなく、段階を追って指導す

ることが大切である。まず、身近なテーマ（週末にしたこと、好きな食べ物など）を提示し、ペア

で対話した後、その内容を英文に書く。最後に数名の生徒が発表し全体で共有する。このような対

話的活動を行う際、できるだけ会話内容を一言で終わらせず、感想や理由を付け加えることを意識

させたりすることも大切である。また、活動のゴールとして、ＡＬＴに伝えるなど、目的をもって

活動させることも有効である。 

                                                                                                                                 

                   

 

 
 
 
 
 

 

 

【対話後に書く英文例】 

 

I went to see a movie with my friends.  It was very nice. 

 

                               

 

                                

I went shopping, because I needed a new notebook.   
I bought it at "Big Mart". How about you? 

What did you do last weekend? 

 

【出典】R３復習シート 

３年生・英語 レベル１１ 

２「書くこと」                     

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

○ 復 習 シ ー ト ・コ バ ト ン 問 題 集 の 活 用 

Sounds good.  Please tell me the movie's name. 

※話相手について書く場合 

Takashi went shopping last 

weekend.  He bought a new 

notebook at "Big Mart". I told 

him about my favorite movie. 

 

 

※主語を Iにする場合 

I went to see a movie last 

weekend. I enjoyed the movie 

with Yuka and Rie.  The movie 

was " The Great Animal".  We 

liked the movie very much. I 

want to see it again. 
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１「教師との関係」と「自分に対する考え」分析と傾向

【概要】

教師が「認めてくれた」という実感をもつ児童生徒ほど、自分自身について「難
しいことでも失敗をおそれずに挑戦している」「どちらかといえば、している」と
肯定的に回答する傾向が見られる。
また、児童生徒の多くは、「教師から認められていること」に対して「認めてく

れた」「どちらかといえば認めてくれた」と肯定的に回答している。

小学校４年

小学校６年

小学校５年

横軸カテゴリー⇒

縦軸カテゴリー⇒ （前学年）学校の先生たちは自分のよいところを認めてくれましたか

むずかしいことでもしっぱいをおそれないでちょうせんしていますか
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中学校１年

中学校３年

中学校２年

【先生方へのメッセージ】

○ 児童生徒は自分の努力やよさを認められたり、ほめられたりすることによって、自己

効力感や自信を高めていきます。

○ 一人一人の児童生徒に自信をもたせる言葉かけを、継続的に行いましょう。

○ 児童生徒が挑戦したときに、結果だけでなく過程を振り返らせたり認めたりして、次

の活動につながる意識をもたせることが大切です。

横軸カテゴリー⇒

縦軸カテゴリー⇒ （前学年）学校の先生たちは自分のよいところを認めてくれましたか

難しいことでも失敗をおそれないで挑戦していますか
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２ 「 学 級の雰囲気 」 と 「 学 習の様子 」 分析 と傾向

【概要】

「学級での生活が楽しかった」と回答する児童生徒ほど、学級は落ち着いて学習
する様子であったと捉えている傾向がある。
また、「学級での生活が楽しかった」と回答した児童生徒は、小・中学校ともに

学年が上がるにつれて、減少している傾向があるが、小学校6年生の時は増加する傾
向がある。

小学校４年

小学校６年

小学校５年

横軸カテゴリー⇒

縦軸カテゴリー⇒（前学年）学級での生活は楽しかったですか

（前学年）学級は落ち着いて学習する様子でしたか
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【先生方へのメッセージ】

○ 自分の居場所があり安心して生活できる学級は、児童生徒の心を安定させ、じっく

りと落ち着いて学習する雰囲気を醸成します。

○ 落ち着いた学級づくりは、学力向上にも効果があります。児童生徒が「楽しい」と

感じる学級づくりに日々取り組みましょう。その際、学校の「よい取組」を共有する

ことや、学力の伸びが見られた効果的な取組をまとめた、県学調の「活用リーフレッ

ト」などを参考にしましょう。

中学校１年

中学校３年

中学校２年

横軸カテゴリー⇒

縦軸カテゴリー⇒（前学年）学級での生活は楽しかったですか

（前学年）学級は落ち着いて学習する様子でしたか
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３ 「 学 習 意 欲 」 と 「 各 教 科 の 学 力 」 分 析 と 傾 向
【概要】

勉強する理由に対して「勉強することが楽しい、好きだから」に「当てはまる」と回答した児

童生徒ほど学力が高い傾向が「国語」「算数・数学」「英語」の全てに共通して見られる。

小学校よりも中学校で、肯定的な回答をした生徒の方が、学力が高い傾向にある。

また、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答した児童生徒は、学年が上がる

につれて減少している。

小学校４年

横軸カテゴリー⇒

縦軸カテゴリー⇒ あなたは勉強する理由についてどのように考
えていますか（勉強することが楽しい、好きだ
から）

学力階層_国語 横軸カテゴリー⇒

縦軸カテゴリー⇒
あなたは勉強する理由についてどのように考
えていますか（勉強することが楽しい、好きだ
から）

学力階層_算数

中学校１年

小学校５年

小学校６年
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【先生方へのメッセージ】

○ 児童生徒が「勉強が楽しい」「勉強が好き」と思うためには、毎回の授業を充実

させることが何より大切です。授業の質を高めましょう。

○ 児童生徒がどのようなときに「勉強が楽しい」「勉強が好き」と感じるのかを

アンケートや授業の振り返り等で把握し、授業改善や学級経営に生かしましょう。

○ 児童生徒の1年間の学力の伸びや伸びにつながったがんばりを認め、ほめるととも

に、児童生徒や保護者、学年職員などで児童生徒の学力の伸びの状況を共有しま

しょう。

中学校２年

中学校３年

横軸カテゴリー⇒

縦軸カテゴリー⇒ あなたは勉強する理由についてどのように考
えていますか（勉強することが楽しい、好きだ
から）

学力階層_国語 横軸カテゴリー⇒

縦軸カテゴリー⇒ あなたは勉強する理由についてどのように考
えていますか（勉強することが楽しい、好きだ
から）

学力階層_数学

横軸カテゴリー⇒

縦軸カテゴリー⇒ あなたは勉強する理由についてどのように考
えていますか（勉強することが楽しい、好きだ
から）

学力階層_英語

中学校２年 中学校３年

横軸カテゴリー⇒

縦軸カテゴリー⇒ あなたは勉強する理由についてどのように考
えていますか（勉強することが楽しい、好きだ
から）

学力階層_英語
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４「主体的・対話的で深い学び」と「各教科の学力」分析と傾向

【概要】

令和３年度の結果では、各学年の約７割の児童生徒が、課題の解決に向けて、話し合っ
たり交流したりしたことで、自分の考えをもてるようになったことがあると回答している。

また、「グループやペアで、話し合ったり、意見や考えを出し合ったりして課題を解決した
こと」や「課題の解決に向けて話し合ったり、交流したりしたことで、自分の考えをしっかり持
てるようになったこと」がどれくらいあったかという質問について、「よくあった」「ときどきあっ
た」と肯定的な回答をした児童生徒は、学力が高い傾向が見られる。
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Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
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横軸カテゴリー⇒

縦軸カテゴリー⇒ （小４国語）課題のかい決に向けて、話し合っ
たり交流したりしたことで、自分の考えをしっ
かりもてるようになったこと

学力階層_国語 横軸カテゴリー⇒

縦軸カテゴリー⇒ （小４国語）課題のかい決に向けて、話し合っ
たり交流したりしたことで、自分の考えをしっ
かりもてるようになったこと

学力階層_算数

横軸カテゴリー⇒

縦軸カテゴリー⇒ （小５算数）課題の解決に向けて、話し合った
り交流したりしたことで、自分の考えをしっかり
もてるようになったこと

学力階層_国語 横軸カテゴリー⇒

縦軸カテゴリー⇒ （小５算数）課題の解決に向けて、話し合った
り交流したりしたことで、自分の考えをしっかり
もてるようになったこと

学力階層_算数

横軸カテゴリー⇒

縦軸カテゴリー⇒ （小６国語）課題の解決に向けて、話し合った
り交流したりしたことで、自分の考えをしっかり
もてるようになったこと

学力階層_国語 横軸カテゴリー⇒

縦軸カテゴリー⇒ （小６国語）課題の解決に向けて、話し合った
り交流したりしたことで、自分の考えをしっかり
もてるようになったこと

学力階層_算数

横軸カテゴリー⇒

縦軸カテゴリー⇒ （小３算数）か題のかい決に向けて、話し合っ
たり交流したりしたことで、自分の考えをしっ
かりもてるようになったこと

学力階層_国語 横軸カテゴリー⇒

縦軸カテゴリー⇒ （小３算数）か題のかい決に向けて、話し合っ
たり交流したりしたことで、自分の考えをしっ
かりもてるようになったこと

学力階層_算数

小学校５年

小学校４年

小学校６年

中学校１年

99



【先生方へのメッセージ】

○ コロナ禍においても、感染防止に努めながら話し合い等の対話的な学びを取り

入れ、児童生徒の学力向上に取り組んでいただきました。

○ グループやペアで話し合う等の活動をただ取り入れるだけでなく、活動を通し

て自らの考えを広げ深めることができるように支援しましょう。

○ 自分の考えをしっかりもたせた上で対話させ、一人一人の意見や考えを深めら

れるようにしましょう。

横軸カテゴリー⇒

縦軸カテゴリー⇒ （中２国語）課題の解決に向けて、話し合った
り交流したりしたことで、自分の考えをしっかり
もてるようになったこと

学力階層_国語 横軸カテゴリー⇒

縦軸カテゴリー⇒ （中２国語）課題の解決に向けて、話し合った
り交流したりしたことで、自分の考えをしっかり
もてるようになったこと

学力階層_数学

横軸カテゴリー⇒

縦軸カテゴリー⇒ （中１数学）課題の解決に向けて、話し合った
り交流したりしたことで、自分の考えをしっかり
もてるようになったこと

学力階層_英語 横軸カテゴリー⇒

縦軸カテゴリー⇒ （中２国語）課題の解決に向けて、話し合った
り交流したりしたことで、自分の考えをしっかり
もてるようになったこと

学力階層_英語

横軸カテゴリー⇒

縦軸カテゴリー⇒ （中１数学）課題の解決に向けて、話し合った
り交流したりしたことで、自分の考えをしっかり
もてるようになったこと

学力階層_国語 横軸カテゴリー⇒

縦軸カテゴリー⇒ （中１数学）課題の解決に向けて、話し合った
り交流したりしたことで、自分の考えをしっかり
もてるようになったこと

学力階層_数学

中学校２年

中学校３年

中学校２年 中学校３年
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５ 「家庭での生活習慣」と「各教科の学力」分析と傾向

【概要】
令和３年度の結果から、２時間以上勉強する割合は、全学年で令和２年度より少なくなってい
るものの、小学５年生と中学生においては、令和元年度より多くなっている。
また、２時間以上テレビゲームをする割合は、多くの学年で令和２年度より少なくなったが、全
学年で令和元年度よりは多くなっている。
テレビゲームをする時間について「家の人と約束を決めている」と回答した児童生徒は、「約束
を決めていない」と回答した児童生徒よりテレビゲームをする時間が短く、家庭学習の時間が長
くなっている。また、テレビゲームをする時間が長い児童生徒は、教科に関する調査の学力のレ
ベルが低くなっている。
※テレビゲームにはコンピュータゲーム、携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも
含んでいる。

テレビゲームをする時間と
学力のレベルとの関係
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「１日（平日）当たりどれくらいの時間勉強しますか」

に対し、「２時間以上」と回答した割合〔％〕
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「１日（平日）当たりどれくらいの時間、テレビゲーム

をしますか」に対し、 「２時間以上」と回答した割合

〔％〕

R1 R2 R3

横軸
カテゴリー⇒

縦軸
カテゴリー⇒

テレビゲームをすることについて、家の人と約束を決め
ていますか

ふだん（月～金曜日）、１日当たりどのくらいの時間、テ
レビゲームをしますか

横軸
カテゴリー⇒

縦軸
カテゴリー⇒

テレビゲームをすることについて、家の人と約束を決め
ていますか

学校の授業時間以外に、ふだん（月～金曜日）、１日
当たりどのくらいの時間、勉強をしますか
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【先生方へのメッセージ】

○ 下の学年の児童生徒ほど家庭での学習習慣を自分で作り上げるのは難しいことから、
この結果を活用し、学校と家庭が連携して、児童生徒が生活習慣を見直すきっかけづく
りをすることが大切です。

○ テレビゲーム等を行う時間について約束するときは、保護者と児童生徒が話し合って
約束を決めることが大切です。また、学校では、約束を決める必要性についても確認す
ることで、児童生徒の主体的に約束を守ろうとする態度を育むことにつながります。

テレビゲームをする時間と
学力のレベルとの関係

小学校６年

横軸
カテゴリー⇒

縦軸
カテゴリー⇒

テレビゲームをすることについて、家の人と約束を決
めていますか

ふだん（月～金曜日）、１日当たりどのくらいの時間、
テレビゲームをしますか

横軸
カテゴリー⇒
縦軸
カテゴリー⇒

テレビゲームをすることについて、家の人と約束を決め
ていますか

学校の授業時間以外に、ふだん（月～金曜日）、１日当
たりどのくらいの時間、勉強をしますか

学
力
の
レ
ベ
ル

小学校６年

学
力
の
レ
ベ
ル

テレビゲームをする時間と
学力のレベルとの関係

中学校２年中学校２年

横軸
カテゴリー⇒

縦軸
カテゴリー⇒

テレビゲームをすることについて、家の人と約束を決
めていますか

ふだん（月～金曜日）、１日当たりどのくらいの時間、
テレビゲームをしますか

横軸
カテゴリー⇒

縦軸
カテゴリー⇒

テレビゲームをすることについて、家の人と約束を決め
ていますか

学校の授業時間以外に、ふだん（月～金曜日）、１日当
たりどのくらいの時間、勉強をしますか

※ ここでは、小学校４年生、
小学校６年生、中学校２年
生のみのデータを提示して
いますが、他学年も同様の
傾向が見られました。
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６ その他～ コ ロナ禍の学校生活の様子から～

【概要】

「学級での生活は楽しかった」という割合は、令和２年度より多い傾向が見られた。また、
「学校の先生は自分の良いところを認めてくれた」と回答した割合は、過去３年間で一番多
かった。
学力階層が下位の児童生徒は、授業進度が速かったと感じていたり、確かめたり復習した

りする場面が少なかったと感じていたりしていた。

【先生方へのメッセージ】

○ 先生方が休校期間中や再開してからの指導等をきめ細かく丁寧に行っていただいた成果
と捉えています。
○ 学力階層の下位の児童生徒も含めて、全ての児童生徒に対して、引き続き、県学力・学
習状況調査を活用して、一人一人の実態を把握し、きめ細かな支援をお願いします。

※ここでは、小学校5年生、中学校3年生のみのデータを提示していますが、他学年
も同様の傾向が見られました。
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